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長岡京市議会「主権者教育出前授業」事業報告書  

 

１．日時  

  令和７年７月１７日（木）   午前１１時２５分  ～  午後０時０５分  

 

２．場所  

  西乙訓高等学校  ２階  飛天ホール  

 

３．出席議員（９名）  

     白  石  多津子  議長  

 福  島  和  人  副議長  

     冨  田  達  也  議会運営委員会委員長  

     三  木  常  照  総務産業常任委員会委員長  

     冨  岡  浩  史  総務産業常任委員会副委員長  

     田  村  直  義  建設水道常任委員会委員長  

     二階堂  恵  子  建設水道常任委員会副委員長  

     小  原  明  大  文教厚生常任委員会委員長  

     宮小路  康  文  文教厚生常任委員会副委員長  

 

４．西乙訓高校から出席した者  

  三木校長    田中副校長  

  中村教諭    深井教諭  

   

５．その他の出席者  

   議会事務局（５人）  

   京都新聞社（１人）  

 

６．内容  

  (1) 授業への導入  〔深井教諭〕  

 

 (2) 市議会議員の紹介〔事務局職員〕  

 

(3) 生徒発表  

 テーマ：【長岡京市への政策提言】として、生徒が現在の長岡京市に対する課

題点を挙げ、それぞれの課題解決に向けた提言を発表  
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 ・長岡京市のコンビニについて提言   

   駅周辺以外の地域にコンビニの増加を  

 ・観光への提言   

   観光グッズ作成・販売等による観光消費額の増加  

   竹を使用した流しそうめんでギネス世界記録へ挑戦  

 ・長岡京駅東口周辺への提言   

   家族や若者が入りやすい飲食店や遊戯施設の充実  

 ・教育への提言   

   社会科目の選択肢拡大を  

   高校にも特別学級の設置を  

   公立高校にも食堂を  

 ・阪急長岡天神駅周辺への提言   

   阪急高架化と駅前ロータリーの設置  

   危険な横断歩道への信号設置  

   駅周辺商店街スペースの拡大と飲食店の充実  

 ・遊び場への提言  

       公園等の遊具設置の増加  

       野外のストリートバスケットコート設置  

 

 

(4) 提言に関する議員と生徒のグループトークによる意見交換（抜粋）  

【１班】観光への提言  

 Q１  観光スポット特有のグッズ作成等による観光消費額の増加  

〇生徒  観光スポット特有のグッズを作成して、インターネットで販売する  

    ことで観光消費額増加に繋がらないか。  

 

〇議員  長岡京市には昔からの観光地が多くあり、様々なグッズも販売はさ  

    れているが、それだけではまだ弱いという意見もある。その為、そ  

    れぞれを点から線、面に繋がっていくようにどんどんPRを進めて  

    いく必要がある。  

 Q２  竹を使用した流しそうめんでギネス世界記録へ挑戦  

〇生徒  長岡京市の特産品である竹を使い、まち全体を流れる流しそうめん  

    を実施し、ギネス世界記録を狙い、長岡京市の活気を高めたい。  

 

〇議員  長岡京市の特産品である竹を使って面白く、わくわくすることや、  

    市外からも人を呼び込んでイベントをやる発想がとても良いと感じ  

    る。すごく気に入った。  
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【２班】教育への提言  

Q１  高校にも特別学級の設置を  

○生徒  地域で過ごす中、特別学級に通う人が地域にいることは普通と思っ  

    ていた為、選択肢を広げて高校を選ぶ環境があれば良いのでは。  

 

○議員  実際に障がいをもっている方からも進学の選択肢が増えればという  

    意見は聞くところである。今の進学のシステムを勉強した上で、例  

    えば府議会で議論してもらえるように働きかけるなど対策を考える  

    必要がある。  

 Q２  公立高校にも食堂を  

○生徒  公立高校にも食堂があることで、栄養バランスのとれた昼食がとれ  

    ることや、保護者の負担軽減にも繋がると考えるがどうか。  

 

○議員  保護者の負担軽減の視点が持てることはすごいと思う。また、食堂  

    を設置したいという要望は、請願や陳情という手段を利用して、自      

    分たちで、様々な機関に伝えることも出来る。  

 

 

【３班】長岡京駅東口周辺への提言、阪急長岡天神駅周辺への提言  

Q１  家族や若者が入りやすい飲食店や遊戯施設の誘致  

○生徒  ＪＲ長岡京駅東口周辺には、飲食店や遊び場所がほとんどない。家  

    族連れや学生が入りやすい飲食店、屋内型の遊び場を建設すること  

    で東口周辺を賑やかに出来ると思う。  

 

○議員  東口周辺は商業区域で会社や工場を中心に建てる区域となっている  

    ことから、飲食店等は少ない。しかし若い人達が少なくなることは  

    経済的にも良くないため、若い人への様々な取組を進めている。  

Q２  阪急高架化と駅前ロータリーの設置  

○生徒  阪急長岡天神駅の踏切で渋滞するので、阪急を高架化することで上  

    は線路、下はロータリーにすることで問題が解決すると考える。  

 

○議員  阪急長岡天神駅前の高架化についての構想はある。高架が実現すれ  

    ば、高架下に商店を移転してもらい、空いたスペースにロータリー  

    やさらなる飲食店の誘致等が可能となる。  
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【４班】長岡京市のコンビニについて提言、遊び場への提言  

Q１  駅周辺以外の地域にコンビニの増加を  

○生徒  長岡京市にあるコンビニの多くは駅周辺に偏っており、周辺地域外  

    にはほとんどない。生活必需品の購入も出来る事から、地域住民に  

    も良い影響がある為、駅周辺以外へのコンビニ増加は出来ないか。  

 

〇議員  コンビニを建設するにあたっては、企業側は採算が十分かの計算を  

    緻密にやっている。駅周辺以外だと中々難しいのが現実である。例  

    えば、公営施設に店舗誘致をして、店舗設置時にお金のかかる不動  

    産部分を安くするなどの手段は考えられる。  

Q２  野外のストリートバスケットコート設置  

○生徒  長岡京市に野外のバスケットコートについて、高速道路高架下等に  

    芝や土のコートがあるが、よりしっかりとしたコンクリートのコー  

    トを設置することで、バスケの取組が捗るのではないか。  

 

〇議員  高架下の芝コートも含めた公園設備や遊具等は、何年か経過したら  

    古いものから新しいものに更新をしていく。更新の時期に合わせて  

    にはなるが、設置費用も含めて考える必要がある。  

 

  (5) 終了の挨拶  〔深井教諭〕 


